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県議会で黒岩知事が「廃止に向けた検討」を表明
民間企業でも賃金（住居手当）問題は、労使交渉事項です！
「住居手当」は較差内賃金であり、削減はできません！それでもやりたければ労使交渉の場で提案を！
黒岩知事は6月19日の県議会本会議の答弁で、財政難を理由に、住居手当（持ち家）の「廃止に向けた検討」に言及しました。

「住居手当」は較差内賃金

　知事は勘違いされているようですが、住居手当は、民間との給与比較をする際の公務員の賃金に含まれています。仮に住居手当を廃止したとしても、廃止によって減額された分は、民間との較差を埋めるために賃金本体または他の手当として支給しなければならず、賃金総額を削減することはできません。

　これは、民間労働者と公務労働者の賃金を比較し、その差の是正（引上げまたは引下げ）を勧告する現在の人事院・人事委員会勧告体制（公務員の労働基本権を制約しているための代償措置）におけるルールですので、理解していただくほかありません。

これまでの労使交渉経過を踏まえるべき
　住居手当について私たちは、「廃止した国は、広域配転を前提とした職員公舎が基本だが、地方においては持ち家が基本である」「神奈川においては職員公舎さえ全廃が決まっている」「民間においても8割が住居手当を支給されている」と主張してきました。
　また当局も、2007年の賃金確定闘争時には、「国と県では実態が違う。仮に国が廃止しても県は維持する」と回答しています。
　2010年の「任命権者において検討することが適当」との人事委員会の報告を受けて、行われた県労連賃金確定闘争では、労使の交渉・議論を経て、「人事委員会の報告とこれまでの交渉の経過を踏まえ、（中略）労使で話し合いの場を設けることとする」との内容で合意しています。
官民を問わず、賃金・労働条件は労使交渉事項
　民間でも、賃金・労働条件は労使交渉事項であり、労使交渉抜きに「株主総会」で勝手に決めることは、まともな企業ではありえません。

　また、財政難の元凶（国・キャリア官僚＝強者）には立ち向かわず、補助金カット等で県民に犠牲を強いるために、その前段で職員に「相応の負担」をさせるやり方は到底容認できません。
　知事は、きちんとした論拠があるなら、議会を利用した姑息な手段をとらず、正々堂々と交渉の場に出て主張すべきです。いつでも受けて立ちます！
公務労協が退職手当見直しについて総務副大臣と交渉（6/8）

十分な交渉・協議、労使合意を求める
公務労協は、６月８日、退職手当の見直しについて大島総務副大臣と交渉を実施した。
　公務労協側は吉澤事務局長ら書記長クラス交渉委員、自治労からは氏家書記長が参加した。
　冒頭、吉澤事務局長は、別紙要求書を提出し、以下の通り述べた。
(1)　退職給付に関わって、３月７日に人事院の調査結果及び見解が明らかにされ、それ以降政府内において有識者会議等の対応がなされたが、私どもとしてはそれは使用者である政府内での問題であると承知している。一方、人事院の調査結果から既に３ヵ月が経過し、６月１日に田中人事・恩給局長との間で交渉を始めるにあたっての環境整備をさせていただいたことも踏まえ、要求書を提出する。
　要求事項３点について、私どもの問題意識を申し述べる。
(2)１点目は、改正案の提出にあたってはわれわれとの合意の上での対応だ。この点については、特に２０１１年５月23日の国家公務員の給与の臨時特例に関わって、当時の片山総務大臣との交渉の最終場面において、大臣から「新制度（自律的労使関係制度）導入までの間にあっても、労使の交渉というものが本来的な姿であることを踏まえ対応していきたい」との明確、かつ揺るぎないメッセージがあった。当然、退手の見直しについてもこれを前提として対応されたい。また、この間の公務員制度改革、総人件費問題などの全体的問題、さらに連合を含めた私たちとの関係を踏まえたときに、地方公務員の労働基本権付与に関わる法案よりも退職手当法案が先に出ていくということは断じてあってはならないことを強調しておく。
(3)２点目、官民較差解消の措置を行う場合には、その較差の大きさを鑑みて、次回の調査時期までに較差解消を完成するような経過措置を求めておきたい。
(4)３点目の早期退職のインセンティブを付与する措置の関係については、その制度化の意図、目的が不明だ。国家公務員制度改革基本法において明確に規定されている「定年まで勤務できる環境整備」との整合性、総人件費に与える影響、さらには雇用と年金の接続の課題等を考えたときに、なぜ早く辞める措置をとる必然があるのか意味が不明である。
(5）これら３点について、今後、交渉協議を十分に積み上げ、然るべき時期に川端大臣から直接回答されたい。
　これを受けて、大島副大臣は、「皆さんの要求のご趣旨は承った。本日いただいた要求書については、よく検討し、皆さんとも真摯に話合いながら、然るべき時期に回答する」と答えた。
　最後に、吉澤事務局長は「重ねて真摯な対応を求める」と要請し、本日の交渉を締めくくった。
要　求　書
２０１２年６月８日

総務大臣　川　端　達　夫　殿
公務公共サービス労働組合協議会
議 長　　加 藤　良 輔

退職手当の見直し等に関わる要求書
　貴職の公務員の人事行政に関する日頃のご尽力に敬意を表します。
　さて、過日、貴職から「共済年金職域部分と退職給付に関する有識者会議」の「中間的な議論の整理」を踏まえ、退職手当の見直しに係る立案作業を進めるとともに職員団体との話し合いを開始する旨の閣議発言がなされ、公務労協に対し人事・恩給局長から説明があったところです。
　貴職が所掌する退職手当は、公務・公共部門に働く労働者の退職後の生活設計の根幹をなすものであり、その水準見直しは労働条件の大きな変更となります。したがって、その見直し内容についてはわれわれと十分交渉・協議、合意すべきものと考えます。
　つきましては、公務労協としての要求を提出しますので、下記事項の実現に向け最大限努力されるよう、強く求めます。

記
１．退職手当改正法案については、われわれと合意した上で国会に提出すること。
２．退職手当の水準引下げを行う場合の経過措置については、高齢公務員の生活設計や期待権等を考慮し、過去の経緯・実績を踏まえた十分な内容とすること。とりわけ、今回の官民較差が従来にない大きな額であり、退職者の生活に与える影響が極めて重いことや国家公務員給与の臨時特例減額が実施されていることを踏まえること。
３．早期退職にインセンティブを付与する措置については、「希望」に名を借りた退職強要としないことを基本に据え、慎重に検討することとし、再就職を支援するための措置を含め、われわれと十分交渉・協議し、合意すること。 

さようなら原発
10万人集会に参加を！
○日　時：7月16日（月／祝）12時～

○会　場：代々木公園Ｂ地区（自治労は、サッカー場、イベント広場、ケヤキ並木周辺）
※緑の自治労県職労の旗又は、オレンジの自治労県本部の旗が目印です。

○内　容：コンサート、集会、デモ行進

○呼びかけ人：内藤克人さん、大江健三郎さん、
落合恵子さん、鎌田慧さん、
坂本龍一さん、澤地久枝さん











































ナイターシーズン到来！


7月シーズンシート募集


ペナントレース再開後の７月分を募集します。組合員の方には2席：2,000円で提供します。


チケット代は全額、東日本大震災被災地支援のためにカンパします！


6月26日（火）までに、メール又はＦＡＸ等で組合事務局にお申し込みください。


メール：kumiai-jku@jku.or.jp　FAX：045-201-3253


○7月　3日（火）18時から／巨人戦


○7月　4日（水）18時から／巨人戦


○7月　5日（木）18時から／巨人戦


○7月13日（金）18時から／広島戦


○7月14日（土）18時から／広島戦


○7月15日（日）18時から／広島戦


○7月16日（月）18時から／東京ヤクルト戦


○7月17日（火）18時から／東京ヤクルト戦


○7月18日（水）18時から／東京ヤクルト戦

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































